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日

認
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0
月
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2
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区
	
第

1
1
グ

ル
ー
ブ

2
0
0
3
～

2
0
0
4
年

度
R
.
1
会

長
ジ
ョ
ナ
サ
ン

B
.
マ
ジ
イ
ア
ベ

国
際
□
―
タ

リ
ー
の
テ
ー
マ

『
手

を
貸

そ
う
』

四
つ
の
テ
ス

ト
・

・
言

行
は

こ
れ

|
こ
照

ら
し
て

か
ら

…
…

1
	
真
実
か
	

ど
う
か

2
	
み
ん
な
に
公
平

か
3
	
好
意

と
友
情

を
深

め
る
か

4
	
み
ん
な

の
た
め

に
な

る
か
	

ど
う
か

4
0

四
谷

大
塚

提
携

札
幌

進
学

教
室

姉
妹

教
室

四
谷
大
塚

1
=
	
準
拠
塾

函
館

進
学

数
室

B
長

柴

面
日
遣
学
薇
=

〒
0
4
1
-
0
8
0
6
函

館
市
実
原

4
丁

目
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1
9
号

美
康
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イ
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ピ
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F
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代

表
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F
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X
0
1
3
8
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崎
	
	

晃

札
機

菫
学

薇
菫

〒
0
6
0
-
0
0
4
2
軋

幌
市

中
央
区
大
通

り
西
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'
T
目

飛
彙

ビ
ル

4
F
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E
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-
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1
-
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5
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5
(
代

表
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F
A
1
0
1
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-
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8
1
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(
広
告
掲

載
:
柴

崎
	
	

晃
幹

事
)

2
0
0
3
-
0
4
年

度
	

函
館

北
0
-
タ

リ
ー

ク
ラ

フ
の

事
業

目
標

!
1

4
3
名

出
席

率
対

象
会

員
4
2
名1
名

当
	

日
	

出
	

席
3
1
名

当
	

日
	

欠
	

席
名

他
ク

ラ
ブ

出
席

3
名

)
:
1
	
	
	

■
:
1
1
	
	
	

△
	
	
	

↓
● t
l
	
	
	
,
1
,
	
	
	
I
=
,
	
	
	
口

l
1
1
名

8
2
.
9
3
%

・
テ

レ
フ
ォ

ン
サ

ー
ビ
ス

(
例
会
移
動
案

内
)
電

話
2
6
-
3
1
7
0
番

2
0
0
3
～

2
0
0
4

_ヽ
′

□
―
タ

リ
ー
と
は

・
□
―

タ
リ

ー
は
.
事

業
お
よ

び
専

門
鶴

務
に
携

わ
る
人

々
の

世
界

的
奉
仕

団
体

で
す
.
0
-
タ

リ
ー

は
、
人

道
的
な

奉
仕

を
行

い
.

あ
ら
ゆ

る
職

業
|
こ
お

い
て
高

度
の
道
徳

的
水

準
を
守

る
こ

と
を
奨

励
し
、
世
界

理
解

と
平
和

を
目
指

し
て
尽

力
し
て

い
ま
す

.

・
□

―
タ

リ
ー
は
.
世

界
で
最

初
の
奉
仕

ク
ラ

フ
で
す
。

最
初

の
□

―
タ

リ
ー
・
ク

ラ
フ
は
.
つ

あ
年

2
月

2
3
日

に
、
米

国
イ

リ
ノ
イ
州

シ
カ

」
で
創

立
さ
れ

ま
し
た

.

・
□
―

タ
リ
ア
ン
は
.
毎

退
.
例

会
を
開

い
て
.
親

睦
を
深

め
.
地

ヽ
′

北
村
	
祐

,
台

会
長

テ
ー
マ
『
Y
E
S
,
I
	
D
O
!
』

さ
あ
、
行
動

し
よ
う

!

、ヽ
.
′
′

I
C
委

員
会
	
松

見
	
修
~
委

員
長

《
:
署 ヨ 1

9
2
8

例
会

》
第

4
号

7
月

2
3
日

(
水

)

創
立

4
0
周

年
記
念
式

興
2
∞
3
9
2
1

★

「
会

員
卓

戸
栗

力
会
員

・
森

△〓
長

北
村

祐
治

(
千尋

)

話
」

秀
樹

会
員

☆
幹
	
事

例含場
1
田
鍋
□
瞬
市	テ

例
会
日

:
毎
週
水
躍
日
	
1
2
:
3
0
～

1
3

Ｌ＝＝υ０

T
I
l
l
‐

|
1
1
1
1
]
1
:
F
i
'
[
:
「

l
I
]
―

|
|
	
	
	
|
|
|
!
|
:
I
l
i
l

■
函
館
」

―
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

T
h
e
ヽ

i
e
e
k
l
y
	
R
e
p
o
r
t
	
o
f

H
a
k
o
d
a
t
e
	
N
o
r
t
h
	
R
.
C
.

本
日
の

プ
ロ

グ
ラ
ム

次
回

・
7
月

3
0
日

プ
ロ
グ

ラ
ム

卓
話
「

職
業
訓
練

の
概

要
に
つ

い
て
」

函
館
職
楽
能

力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー

開
発
援
助
課
長
兼
訓
練
課
長
	

木
村
	

良
一

氏

事
務
局

:
函
館
市
大
手
町

5
‐
1
0
ニ
チ
ロ
ビ
ル

4
F
	
I
[
[
2
3
-
3
8
7
0

1
	
-
般

会
計
の
健

全
化

―
創
立

∞
周
年
に
向
け
て

2
	

親
睦
「
こ
の
万

と
出
会

つ
て
よ
か

っ
た

|
」

-
2
0
0
3
年

9
月

2
1
日

創
立
記
念
式
好

想
親
会

が
最
大
の
「

親
睦
の

日
」

3
	
奉
仕

―

*
地

域
社

会
:
市

へ
交
通
安
全
車

(
1
∝
曖

c
)
の

寄
贈
(
a
念

事
業

)

□
―
タ

リ
ー

|
こ
よ

る
新
世
代
へ
の
教
育
開
発
・

恵
欲
開

発
を
目
指

す
.

・
	

―
子
供
・

家
庭

眸
仕
委
員
会
を
通

し
て
地
域
社
会

|
こ
貢
献
す

る
一

ヰ
国
際
奉
仕

:
国

際
奉
仕
藩
動
の
・

,
・

を
育
て

る
今
.
佗

国
で
は
.
―

万
円
の
奉
仕
の
価
値

が
+
[
・

二
十
倍

|
こ
た
か
め

ら
れ

ま
す

.

「
R
1
	
3
4
0
0
地

区
イ
ン

ド
ネ

シ
ア
・

ジ
ヨ
グ
シ

ヤ
カ
ル
タ
・

タ
マ
ン
サ

リ
R
C
を

通
し
て
.
小

●
収

の
図
■
館
支
援
の
た
め
.
本

箱
・

机
・

本
1
5
0
0
冊

な
ど
の
物
品

を
寄
贈
す

る
。」

4
	

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ヨ
ン
委
員
会
を
設
置

し
.
当

ク
ラ
フ
と
外
の
ク
ラ
フ
と
の
情
報

を
円
滑

|
こ
し
.
合

わ
せ

て
会

員
企
業
の
情

報
交
換
に
貢
献
す

る
。

5
	
友
人
の
言
動

に
好
息

を
示

し
、
反
人
の
成
長
を
願

つ
て
、 ・

手 ・
を
貸

し
ま
し
ょ
う
。
一

―
―
L
e
n
d
	
a
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a
“

a
n
O
	
T
よ
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A
c
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,
、
v
l
h
	
Q
′

h
e
a
t
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e
l
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a
e

―
-
1
ン

R
O
t
a
v
	
s
	
l
n
t
o
γ

a
t
l
o
n
a
	
v
i
s
(
。
n

◎
7
月

2
日

出
席
報
告

出
席

規
定

免
除

会
員

1
名

出
席

率
規

定
免

除
会

員

出
	
	
	
	

席
	
	
	
	

率

際
轟

輌

回

ヒ

域
社

会
や
国

際
1
1
合

|
こ
と

つ
て
重

要
な

問
題

|
こ
つ

い
て
興

味
深

く
有

益
な

プ
ロ
グ

ラ
ム

を
楽

し
ん

で
い

ま
す
。

会
員
は
.
推

薦
制
度

に
よ

っ
て
入

会
し
.
そ

の
会

員
組

織
は
地

域
社

会
の
横

断
面

と
な

っ
て

い
ま

す
.



(
2
2
)

(
2
3
)

(
会
報
担
当
者

:
紫
前

雅
夫

委
員

)

2
0
o
o
～

2
0
0
4
(
第

1
9
2
7
回

例
会
)
第

3
号

7
月

1
6
日

の
記
録

◎
ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設

に
つ

い
て
報
告
	
I
C
委

員
会
	
松

見
	
修

:
委

員
長

く
ホ
ー
ム
ペ
_
ジ

ア
ト
レ
ス

〉
	
h
t
t
p
:
″

W
W
W
・

h
a
k
o
d
a
t
e
―

n
o
r
t
h
.
O
r
B
/

会
員
の
皆
様
へ
お
願
い

し
ま
す
。

◆
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に
会

員
の
職
業
紹
介

と
し
て
サ

プ
ゥ
イ

ン
ト
ウ
を
添

付
し
て

い
ま
す
。

◆
ゥ
イ

ン
ト
ウ
の
構
成
は
写

真
(
会
社
、
或

い
は
家
族
)
2
枚

と
コ
メ
ン

ト
(
会
社
概
要

)
を

提
供

し
て

く
だ

さ
い
。

費
用

に
つ

い
て
は

1
社

2
千

円
負
担
願

い
ま
す
。
(
1
回

の
掲
載

)

◆
ホ
ー
ム
ベ
ー

ジ
維
持
管
理

費
と
し
て

■
5
0
0
円

の
負
担

を
お
願

ぃ
し
ま
す
。
使
途
は

レ
ン
タ

ル
サ

ー
バ
代

と
更
新

費
用
で
す
。

◎
各
委

員
長
就
任
操
拶

●
出
席
委

員
会
	
森
	
	

秀
樹

委
員
長

一
昨

年
に
弓
|
き
続

き
出
席
委

員
長

を
仰
せ
っ
か

っ
た
が
、

I
H
席

率
8
0
%
を

ク
リ
ア

し
た
い

と
思

つ

て
い
ま
す
。
副
委

員
長

ほ
か
の
委

員
に
お
い
て

口
~
テ

~
シ

ョ
ン
で

出
席
報
告

し
て

ぃ
き
た
い

と
思

っ
て

い
ま
す
。

●
ク
ラ
フ
会
報
委

員
会
	
増
m
	

定
雄

委
員
長

ぃ
つ

も
通

リ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
会
報
の
作
成

|

4
0
周

年
の
ビ
ー

ア
~
ル

も
行

っ
て
ぃ

き
ま
す

●
親
睦

活
動
委

員
会
	

久
保

日 1
	
博

委
員
長

会
員
相
互

の
友
好
が
深
め

ら
れ

る
よ
う
活
動

を

る
よ

う
夜
間
例
会
、
家
族
会
等

を
企
画

し
.
ま

る
ょ

う
進

め
て

い
き

ま
す
。

●
会

員
増
強
委

員
会
	
高
橋
	
t
i
■

委
員
長

皆
様

の
協
力

を
得
な
が

ら
努

め
て
い
き
た
い
。

◎
司
	
	

会
	
北
村
	

祐
治

会
長
	
	
	
	
	

◎
斉
	
嗜
	

奉
仕

の
理

想
、

四
つ

の
テ

ス
ト

◎
ビ
ジ
タ

ー
	

函
館
R
.
c
.
佐

藤
公
郎

君

◎
会
長
報
告
	
北
村
	
祐
治

会
長
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
_
¨

.
	
.
.

0
佐

藤
秀
雄

ガ
バ

ナ
ー
か

ら
公

式
訪

間
の
礼
状

が
届

い
て

い
る
の

で
報

告
●

■
す
。
.
…
	

…
…
_
_

7
月

5
日

公
式

訪
間

の
	

際
に
は
大
変

お
|
は
話

に
な

り
ま

し
た
。

会
員
皆
様

に
よ

ろ
し
く
お

伝
ぇ

い
た

だ
き
た

い
.
	
と
の

こ
と
で
す
。

O
本

日
の
会

員
卓
話

は
松

見
修

二
I
c
委

員
長

よ
り
函
館

北
R
.
c
.
の

ホ
ー

ム
ベ

ー
ジ
開

設
に

つ
い
て

報
告

を
い
た
だ
く

予
定

と
し
て

い
ま
す
。

。
4
0
周

年
実
行

委
員
会

南
木

幹
事

よ
り
報
告

を
願

い
ま
す
。

南
木
青

雄
式
典

幹
事
…
本

日
午
後
6
時

よ
リ
ハ
~
バ

~
ビ

ユ
ー

ホ
テ

ル
で
委

員
会

を
開
催
致

し
ま

す
。
函
館

市
へ

の
交
通

安
全

活
動

申
の
寄

贈
に

つ
ぃ
て
は
、

7
月

2
2
日

午
後

3
時

よ
り
市
長
室

で
贈
里

式
を
行

う
こ
と

と
な

り
ま

し
た
。

ま
た

市
長

か
ら
は

9
月

2
1
日

の
4
0
周

年
記

念
式
典

に
も
出
席

い
た

だ
く
こ
と
の
確

約
を
得

て
い
る
の

で
報

告
し
ま
す
。

◎
委

員
会
報

告
●
親

腱
活

動
委

員
会
	
久

保
Ш
	

博
委

員
長

8
月

6
日

(
水

)
は

、
夜
間
例

会
と

し
て
ハ
~
バ

~
・

ビ
ユ
~
ホ

テ
ル

で
ビ
ァ
パ
_
テ

ィ
を
実

施
す

る
こ
と

と
し
、
本

日
皆

様
に
通

知
し
ま

し
た
。

夫
人

|
“l
伴

の
楽

し
ぃ
会

に
し
た

ぃ
と
思

つ
て

い
る

の
で

参
加
願

い
ま
す
。

●
出
席

委
員

会
	
新
	
	

博
夫

1
1
委

員
長

前
年
度

の
年
間

出
席

率
は
、
7
6
.
7
8
%
で

あ
り
、

日
標

と
し
て

ぃ
た

8
0
%
は

残
念

な
が

ら
達

成
で

き
ま
せ

ん
で

し
た
。

出
席

率
1
0
0
%
	

会
長

1
7
名

北
村

祐
治

会
長

、
小
池
凌

一
会
員

ヽ
松

橋
	

博
会
員

、
増

田
定

雄
会
員

、
増

山
	

正
会
員

、
松

見
修

二
会
員

、
森
	

秀
樹

会
員
、

中
川

洲
平

会
員

、
中
野
	

亮
会

員
・

西
尾

昌
一

会
長

、
小
笠
原

孝
会

比
佐

々
木

公
和

会
長

、
椎

谷
龍
彦

会
員
、

新
	

博
夫
会

員
、

l
η
畑
	
収

会
員
、
薮

下
義
晴

会
員
、

I
I
I
下
宜
秀

会
員
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

し
北
村

会
長
か

ら
代
表

の
小
池

会
員

に
記
念

の
パ

ッ
チ
が
授
与

さ
れ

ま
し
た
。

◎
絆
=
僣

告
	
柴
崎
	
	

晃
幹
事

。
合
同

名
簿
が
出
来

上
が

っ
た

の
で
皆
様

に
配
布

し
ま
す
。	
2
冊

目
を
希

望
さ
れ

る
方

に
つ
ぃ
て
は
、

1
冊

2
,
o
o
o
円

と
な

り
ま
す
。

0
8
月

6
1
」

の
例
会
は
、
夜
間
例

会
と

し
て
ハ
~
バ

~
ビ

ユ
~
ホ

テ
ル

で
ビ
ァ
パ
_
テ

ィ
を
行

い
ま
す
。

出
欠

に
か
か
わ

ら
ず
涌

知
を
願

い
ま
す
。

◎
親
睦
活
島

委
員
会
	
久
保
川
	

博
委
員
長

ニ
コ
ニ

コ
8
0
x
投

入
報
告

北
村

会
長
・

柴
崎

幹
事

…
…

8
月

6
1
」

の
夜
間
例

会
.
親

睦
活
動

委
員

さ
ん
よ
ろ

し
く
。

高
橋
会

員
・
野

田
会
員

。
今
井
会
員
・

小
笠
原

会
員

.
阿

部
会
員
・
大
谷

会
員
・

青
山
会
員

…
…
3
o
X
に

協
力
。

松
見
会
員̈

……H
P
を

開
設
し
ま
し
た
。
皆
様
よ
ろ
し
く
。

1
1
	
1
!
貞

	
	
l
i
l
[
」

1
1
1
篇
l
l
l
力

|
・F
ι

l
!
。

申
川
会
員

.
……

4
o
年
来
の
紹
介
業
に
加
え
、
派
遣
も
許
可
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
。

V
ぜ

|
こ
ぁ
っ
た
て

い
き
ま
す
。
キ
要
事
項

の
報
告
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